
大田原市立湯津上中学校

運動部活動・文化部活動の方針

学校の教育目標 【学校教育目標】

・自ら学び実行する生徒

・思いやりがあり礼儀正しい生徒

・健康でたくましい生徒

【学校教育目標との関連】

・共通の関心について協力して追究することで、生徒の自発的で自治的に活動

する資質・能力の育成を図る。

・運動や文化活動等をとおして思いやりの心を育み、礼儀作法を身に付けられ

るようにする。

・健康で豊かな人生を実現するための資質・能力の育成を図る。

運動部活動・文

化部活動の基本

方針

【学校の運動部活動・文化部活動に係る活動方針】

教育課程内の体育的・文化的な活動を一層充実させるとともに、個々の能力の

開発と伸長を期し、未来を生き抜くたくましい生徒の育成を目指す。

１ 適切な運営のための体制整備

・教職員と地域人材の連携、指導内容の充実、生徒の安全確保、教職員の長時

間勤務解消等の観点から、円滑に学校部活動を実施できるよう適正な数の学

校部活動を設置する。

２ 運動部活動・文化部活動における安全管理の徹底

・用具や活動場所の安全を確かめ、健康・安全に留意して活動できるようにす

る。

・事故が起こった場合の対処の仕方の確認、医療関係者等への連絡体制を整備

する。

３ 合理的で効率的・効果的な活動の推進のための取組

・自主的に計画を立て、自己の役割を自覚し、その責任を果たすとともに、互

いに協力して活動できるようにする。

・分野の特性等を踏まえた効率的・効果的なトレーニングの積極的な導入等に

より、短時間で効果が得られる指導ができるよう研究と修養に努める。

４ 適切な休養日等の設定

・学期中は週当たり２日以上（平日、週末ともに、少なくとも１日以上）の休

養日を設け、週末に大会等で活動した場合は休養日を他の日に振り替える。

・活動時間は、平日は２時間程度、週休日や休業日は３時間程度とする。

５ 生徒のニーズを踏まえた環境整備及び地域連携

・実情に応じた広域部活動（拠点校部活動及び合同部活動）実施や地域連携の

推進等、生徒のニーズに応じた活動環境を整備する。


